
田辺城跡（第 次）その２
が んでい す 

「土塁」調査状況（東から） [炭を含む穴（東から）

「土塁（どるい）」の内側では、建物の柱穴と考えられる小さな穴が少数見つ
かりました。「土塁」以外の場所では、埋土に炭や焼土を含む穴や壁が焼けて
いる穴が見つかっています。現在のところ、土器は表土掘削中に戦国時代（約 
550～450 年前）ごろの擂鉢が少量出土したのみです。今後の調査に期待したい
と思います。 

炭焼窯半裁（東から） [炭焼窯完掘（南から）

「土塁」の高まりを利用して、炭焼窯が造られていました。中からは、瓦や屋
根・壁と思われる焼けた粘土の塊、炭などが見つかっています。 

〈問い合わせ先〉
〒511-0415 いなべ市北勢町東貝野454番地
三重県埋蔵文化財センター 調査研究4課 いなべ整理所 担当 水谷、出口
電話番号：0594－72－8955 Fax：0594－72－8970 e-mail:maibun@pref.mie.jp
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